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2024 年４月から募集しておりました「九州 DREAM STATION vol.3」に、多数のご応募をいただき

ありがとうございました。この度、ご応募いただいた中から“にぎわいパートナー”が決定いたし

ましたのでお知らせいたします。 

今後とも、“にぎわいパートナー”の方々と、「地域を元気に」するために事業の実現を目指すと

ともに九州一円に賑わいを創ることを目的として、引き続き「九州 DREAM STATION」を継続してま

いります。 

 

 

 

１“にぎわいパートナー” 

 株式会社のきてん様 

※事業等の詳細は別紙に記載 

 

 

 

２ 事業開始時期（予定） 

 2026 年度 

 

 

 

３ 事務局お問合せ先 

 九州旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 営業部企画課内 

 九州 DREAM STATION スタートアップ事務局 

  公式ＨＰ（https://www.jrkyushu.co.jp/campaign/dreamstation/）の「お問合せ」からご連絡   

ください。 

 

 

  

“にぎわいパートナー”決定‼   

 
株式会社のきてん様 

報道機関からの問い合わせ先 
広報部 ℡:092－474－2541 

 

https://www.jrkyushu.co.jp/campaign/dreamstation/


別紙 株式会社のきてん様に関する詳細 

 

 実 施 駅：日豊本線 宇島駅 

 事業内容：駅の滞在時間を拡大し、若者の「地域への愛着形成」を促進する 

実施時期：2026 年度（予定） 

 

  

【取り組み内容について】 

≪2021 年８月～≫ 

  （一社）豊前観光まちづくり協会（以下、観光協会）として、企業版ふるさと納税の活用によ

り、ひとりひとりが主役の豊前市「ハレノヒ」実現プロジェクトが開始。移住定住人口を増

やすための取り組みが開始された。 

 

≪2022 年６月～≫ 

   観光協会として、宇島駅前に「KITEN」（観光案内、チャレンジショップ）を設立。古着屋と

してチャレンジしていたメンバーは独立し、商店街に新店舗を構えた。現在は、塾がチャレ

ンジショップとして進出し、同様に空き店舗の活用を目指してチャレンジ中。 

 

≪2023 年４月～≫ 

同じく観光協会として、「ZigZag」（シェアオフィス、レンタルルーム）を開設。 

地域密着型の事業を展開する企業を６社誘致し、地域の経済活動、および雇用拡大に繋がっ

ている。 

 

≪2025 年４月～≫ 

   観光協会の取り組みに、さらに事業として地域の課題解決を実施していくことを目的とした

「株式会社のきてん」を設立。 

 

 

【ドリームステーションで実施したいこと】 

福岡県豊前市は、かつて修験道の文化が息づいていた地域であり、山伏の史跡が色濃く残る求菩

提山（くぼてさん）や、国の重要文化的景観に指定された美しい棚田、豊かな漁場といった自然と

豊前神楽や感応楽、祇園など、現在に伝統・文化が受け継がれています。 

しかし近年は、人口減少や若者の流出により、地域の働き手不足、自然景観の維持管理の担い手

不足、そして伝統行事の後継者不足といった課題が深刻化しています。地域の人々が集い、共に活

動する機会も減少しつつあります。 

私たちは、この状況を変え、新たな流れを生み出したいと考えています。目指すのは、「若者が

戻ってきたくなる豊前市」です。 

その鍵を握るのが、“高校生”です。市内には 1,000 名弱が在籍する青豊高校があり、登下校の

時間帯には多くの高校生が街を行き交います。もし彼らが豊前市に愛着を持つようになれば、いつ

かこの地に戻ってきて、働きたいと思ってくれるかもしれません。 

そこで、青豊高校生の多くが利用する「宇島駅」を、“愛着を持てる場所”となるような空間に

したいと考えています。 

現在は、利用者は電車の発着時間にあわせてやってきて、改札を通過する。宇島駅はいつからか

人々の風景になって【あえて滞在する理由の無い「改札を通過するだけ」の場所（機能的空間）】

になりました。 

ぼくたちは宇島駅から豊前市への愛を育てるような情熱的空間にしたい。 

そのコンセプトは ―― 「愛と挑戦の起点」 

宇島駅を、高校生が思わず立ち寄りたくなるようなカフェやイベントスペースにリデザインし、

地域と若者が交わる新たな場へと育てていきたい。その想いから、私たちは「ドリームステーショ

ン」に応募しました。 



 

 

 

 

 

 


